
2024（令和6）年5月1日第743号 （2）

川 柳  第24回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ コロナ禍で　感じた　リアルの大切さ ］　徳原 秀樹さん （京都地本・吹田車両所分会）

引
き
続
き
連
携
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た

追
悼
献
花
で
安
全
を
誓
っ
た

模擬団体交渉を体験
女性の視点での意見集約、
伝達の重要性を認識

2年ぶりの日本選手権の出場権獲得

山陰を代表する列車に乗務する米子車掌区分会

新型やくも273系

　

　

私
た
ち
、米
子
車
掌
区
分
会

は
、山
陰
を
代
表
す
る
特
急
や
く

も
・サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
を
始
め
、

ス
ー
パ
ー
お
き・ス
ー
パ
ー
ま
つ
か

ぜ
に
日
々
乗
務
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
昔
な
が

ら
の
列
車
を
見
に
来
る
山
陰
の
地

で
す
が
、新
型
や
く
も（
２
７
３

系
）導
入
に
伴
い
、３
８
１
系
特
急

や
く
も
リ
バ
イ
バ
ル
企
画
と
し
て
、

２
０
２
２
年
３
月
19
日
に
国
鉄
色

や
く
も
、２
０
２
３
年
２
月
16
日

に
ス
ー
パ
ー
や
く
も（
紫
色
）塗

装
、２
０
２
３
年
11
月
５
日
に（
緑

色
）や
く
も
、ゆ
っ
た
り
や
く
も

（
赤
色
）を
出
雲
市
―
岡
山
間
に

て
運
転
し
、沿
線
の
方
だ
け
で
は

な
く
、今
ま
で
や
く
も
に
乗
っ
た

事
の
な
か
っ
た
多
く
の
お
客
様
に

乗
車
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、２
０

２
４
年
４
月
６
日
の
新

型
や
く
も
の
導
入
で
は
、

乗
車
の
方
か
ら
要
望
の

多
か
っ
た
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｗ
ｉ

―
Ｆ
ｉ
や
座
席
コ
ン
セ

ン
ト
や
荷
物
ス
ペ
ー
ス
を

完
備
し
た
だ
け
で
は
な

く
、グ
ル
ー
プ
連
れ
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
グ
ル
ー
プ
席
も

設
け
、今
ま
で
以
上
に
多

く
の
方
が
乗
車
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
事
が
始
ま
る
と
色
々

意
見
も
出
て
き
ま
す
。私
た
ち
米

子
車
掌
区
分
会
は
、２
ヶ
月
に
１

回
は
職
場
集
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

車
掌
は
、基
本
的
に
１
人
で
乗

務
し
、始
業・終
業
が
バ
ラ
バ
ラ
な

た
め
、な
か
な
か
意
見
を
聞
き
に

く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、多
く

の
不
安・不
満
を
聞
き
、早
期
に

解
決
す
る
こ
と
が
分
会
の
役
割

だ
と
、分
会
役
員
全
員
で
意
思
疎

通
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、し
っ
か
り
組
合

員
の
意
見
を
聞
い
て
い
け
る
分
会

作
り
を
心
掛
け
、邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。今
後
と
も
皆
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　〈
米
子
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、４
月
12
日（
金
）

〜
13
日（
土
）に
、ア
イ
ア
イ
ラ
ン

ド（
四
条
畷
市
）に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｒ

西
労
組
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
第
２

０
７
期
女
性
役
員
コ
ー
ス
」を
開

催
し
、各
地
本・総
支
部
の
執
行

委
員
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
16
名

の
女
性
役
員
が
受
講
し
た
。

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
集
ま
っ
た

受
講
生
は
、ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
に
て

緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
後
、組
合
の
基

礎
知
識
や
組
合
員
の
相
談
対
応
、

現
行
の
課
題
を
ま
と
め
た
後
に
、

模
擬
団
体
交

渉
を
行
う
な

ど
、実
践
的

な
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を

通
じ
て
、男

性
だ
け
で
は

な
く
、女
性
の
視
点
で
意
見
を
ま

と
め
、伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
を

体
感
し
た
。
　

ま
た
、上
村
中

央
執
行
委
員
長

か
ら
の
情
勢
説

明
や
、川
端
副
執

行
委
員
長
よ
り

「
安
全
」に
対
す

る
講
義
を
受
け

る
こ
と
で
、現
状

の
把
握
と
福
知

山
線
列
車
事
故

を
新
た
な
視
点

で
考
え
る
重
要

な
機
会
と
な
っ

た
。

　

受
講
生
の
決

意
表
明
で
は
、

「
女
性
役
員
の
重

要
性
を
学
び
、仲

間
を
作
る
」「
頼

ら
れ
る
役
員
と

な
る
べ
く
頑
張
っ
て
い
く
」と
、初

日
と
は
明
ら
か
に
違
う
顔
つ
き
と

な
り
、今
後
の
決
意
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

修
了
生
の
皆
様
の
各
機
関
で
の

更
な
る
活
躍
に
期
待
す
る
。

　

３
月
25
日
〜
30
日
に
か
け
て
、

台
湾
鉄
路
工
会（
台
湾
鉄
道
労

働
組
合
）友
好
訪
日
団
が
、Ｊ
Ｒ

連
合
と
各
単
組
への
訪
問
が
行
わ

れ
、交
流
を
図
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
エ
リ
ア
で
の
意
見

交
換
は
、３
月
27
日
に
、訪
日
団
の

金
沢
到
着
後
、金
沢
駅
を
は
じ
め

北
陸
新
幹
線
施
設
を
中
心
に
見

学
し
た
後
、金
沢
地
本
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

29
日
に
は
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央

本
部
へ
の
訪
問
を
受
け
、本
年
１

月
１
日
か
ら
国
有
民
営
化
と
な
っ

た
、台
湾
鉄
道
株
式
会
社
発
足
に

向
け
て
、台
湾
鉄
路
工
会
が
取
り

組
ん
だ
内
容
に
つい
て
報
告
を
受

け
た
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つい

て
意
見
交
換
を
交
わ
す
こ
と
が

出
来
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
、国

際
連
帯
活
動
を
通
じ
て
視
野
と

見
分
を
広
め
、交
流
あ
る
国
外
の

労
組
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　

台
湾
鉄
路
工
会
友
好
訪
日
団

が
帰
国
後
間
も
な
い
４
月
３
日
、

台
湾
東
部
沖
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・７
の
巨
大
地
震

が
台
湾
全
土
を
襲
っ
た
。被
害
に

遭
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
。

　

震
源
か
ら
近
い
花
蓮
市
を
中

心
に
巨
石
が
線
路
上
に
崩
落
す

る
等
、鉄
道
施
設
に
も
多
く
の
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、復
旧
工
事

に
あ
た
る
台
湾
鉄
路
工
会
の
皆

様
の
ご
無
事
と
、一
日
も
早
い
復

旧・復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。 　

後
藤
総
合
車
両
所
に
お
い
て

後
藤
工
業
労
組
の
組
合
員
が
犠

牲
と
な
る
死
亡
労
災
事
故
か
ら

13
年
が
経
過
し
た
。

　

米
子
地
方
本
部
は
、４
月
８
日

（
月
）、後
藤
総
合
車
両
所
内
に

あ
る「
安
全
考
動
室
」に
お
い
て
、

中
央
本
部
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

の
後
藤
工
業
労
組
・
中
国
メ
ン

テ
ッ
ク
労
組
・
山
陰
開
発
労
組
の

代
表
者
ら
と
共
に
追
悼
献
花
を 

行
っ
た
。

　

中
央
本
部
か
ら
は
、上
村
中

央
執
行
委
員
長
、川
西
部
長
、梅

岡
次
長
、林
次
長
が
参
列
し
、献

花
で
は
、お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

仲
間
の
御
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、仲
間
の
死
を
無

駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、事

故
の
再
発
防
止
と
風
化
防
止
を

誓
っ
た
。　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引

き
続
き
、安
全
確
立
を

最
優
先
課
題
と
し
て
、

「
安
全
お
守
り
手
帳
」

を
活
用
し
、取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

 

■
事
故
の
概
況
と

　
対
策

　

２
０
１
１
年
４
月
７

日（
木
）10
時
10
分
頃
、

後
藤
総
合
車
両
所
で
、

列
車
の
車
輪
を
塗
装

す
る
装
置
を
点
検
し
て
い
た
作

業
員
が
、装
置
と
移
動
式
天
井

ク
レ
ー
ン
の
操
縦
席
の
間
に
挟
ま

れ
て
亡
く
な
っ
た
。原
因
は
設
備

点
検
作
業
と
検
修
作
業
の
競
合

が
関
係
者
間
に
知
ら
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
や
、ク
レ
ー
ン
に
近

接
す
る
作
業
を
行
う
と
き
の
危

険
防
止
の
措
置
が
周
知
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
対
策
と
し
て
以
下

の
改
善
が
行
わ
れ
た
。

⑴
工
事
施
工
前
・
作
業
開
始
前

に
競
合
す
る
作
業
の
関
係
者

周
知
を
徹
底

⑵
当
該
天
井
ク
レ
ー
ン
や
台
車

塗
装
装
置
の
設
備
の
改
良
・

見
直
し

⑶
ク
レ
ー
ン
に
近
接
す
る
作
業
に

お
け
る
禁
止
事
項
や
注
意
喚

起
に
関
す
る
取
り
扱
い
の
周
知

⑷
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
仕
組

み
の
改
善

 

　全部員がＪＲ西労組組合員であるＪＲ西日本硬
式野球部は、「第52回ＪＡＢＡ四国大会」に出場し、
９日にレクザムボールパーク丸亀において行われた
決勝戦で、王子に３対２で勝利し、初優勝を果たし、
今秋に京セラドーム大阪で開催が予定されている
「第49回日本選手権」に、２年ぶり９回目の出場権
を獲得した。
　選手は、本来業務を行いながら練習に励み、決
勝戦にて２本塁打を放つなど５試合で６本塁打と
打線の強さを見せつけて、優勝という結果を残すこ
ととなった。
　今後、都市対抗予選も始まるが、ＪＲ西労組は野
球部組合員の活躍を応援する。

後
藤
総
合
車
両
所
構
内
死
亡
労
災
事
故
か
ら
13
年

特
急
も
社
員
も
世
代
交
代
に
よ
り
更
な
る
飛
躍
を
‼
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　　米子車掌区分会

女
性
役
員
の
重
要
性
と
役
員
と
し
て
の
心
構
え
を
学
ぶ

台
湾
東
部
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

台
湾
鉄
路
工
会
友
好
訪
日
団
来
訪

台
湾
鉄
路
工
会
友
好
訪
日
団
来
訪

Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
の

　
　
　

意
見
交
換
実
施

Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
の

　
　
　

意
見
交
換
実
施

第
２
０
7
期
女
性
役
員
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
西
労
組
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

今秋開催予定の
日本選手権へ出場決定！

JR西日本硬式野球部
ＪＡＢＡ四国大会優勝


